
　「こんなまちを目指したい」という10年後の酒田市の姿を、多くの市民の皆さん
から参加いただいた未来会議での議論をもとに新しい総合計画としてまとめま
した。人口減少を抑え、市民所得を伸ばし、本市に住み続けたいと思う市民を増
やすため、さまざまな施策を展開していきます。平成30年度は新計画スタートの
年、30年度予算はその実行予算です。新年度予算の概要と計画実現のための
主な事業についてお知らせします。
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酒田市が目指すまちの姿
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酒田市 平成30年度当初予算の概要 ～賑わ　いも暮らしやすさも共に創る公益のまち酒田を目指して～

平成30年度予算のテーマ1

予算規模2

会　計 予算額 対前年度比

水道事業会計

収益的収入 28億7,763万円 △02.2%

収益的支出 26億4,774万円 △00.9%

資本的収入 9,209万円 △04.8%

資本的支出 15億4,014万円 11.5%

下水道事業会計

収益的収入 49億4,132万円 1.7%

収益的支出 52億0,097万円 △11.7%

資本的収入 20億9,136万円 30.1%

資本的支出 43億3,472万円 12.1%

会　計 予算額 対前年度比
交通災害共済事業特別会計 2,204万円 △19.9％

定期航路事業特別会計 3億2,842万円 0.7％

国民健康保険特別会計 105億9,228万円 △19.7％

後期高齢者医療事業特別会計 12億7,598万円 2.2％

介護保険特別会計 126億7,006万円 3.2％

駐車場事業特別会計 3,214万円 △11.9％

●特別会計 ●企業会計

●一般会計

人口減少の荒波の中、新総合計画に基づく
　　        「まち」の創生につなげるための全力航行予算

●重点項目 ●具体的な内容

産業おこし 産業振興まちづくりセンターを核とした仕事おこし、まちおこしの推進力の強化

人づくり 文化芸術、歴史を重視した「まち」と「ひと」の魅力磨き

安全・安心 生命と暮らしを支える仕組みのステップアップ

市民協働 まちづくりを自分事として取り組む市民力の形成

総額527億円

平成29年度当初予算524億8,000万円と比較すると2億2,000万円（0.4％）の増額

歳 入

地方交付税
142億1,700万円
（27.0％）

寄附金
6億1,202万円（1.2％）

地方消費税交付金
20億790万円
（3.8％）

繰入金
20億9,769万円
（4.0％）

県支出金
33億9,440万円
（6.4％）

諸収入
36億7,562万円
（7.0％）

市債
56億2,710万円
（10.7％）

その他
21億3,526万円（4.0％）

市税
131億1,239万円
（24.9％）

国庫支出金
58億2,062万円
（11.0％）

歳 出

民生費
147億6,581万円
（28.0％）

消防費
21億3,219万円
（4.1％）
農林水産業費
23億1,224万円
（4.4％）
商工費
26億441万円
（4.9％）
土木費
50億1,441万円
（9.5％）

衛生費
51億1,395万円
（9.7％）

教育費
56億3,470万円
（10.7％）

その他
5億2,398万円（1.0％）

公債費
75億4,783万円
（14.3％）

総務費
70億5,048万円
（13.4％）
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酒田市 平成30年度当初予算の概要 ～賑わ　いも暮らしやすさも共に創る公益のまち酒田を目指して～

主な歳入の状況（一般会計）3

主な歳出の状況（一般会計）4

行財政運営の方針5
　人口減少・少子高齢社会の急激な進行の中で本市を取り巻く課題に向き合い、新総合計画に描く「目指すまちの
姿」を市民の皆さんと実現していくためには、効率的な行財政運営と持続可能な財政基盤の確立が前提となります。
限られた予算を有効に活用し、最少の経費で最大の効果を上げていくため、次の項目に取り組んでいきます。

●人口減少社会に応じた効率的な行政運営
●職員の意識改革と人材の育成
●健全な財政運営の推進
●歳入確保と歳出削減

131億1,200万円
（対前年度比＋0.9％）

市　税

◆個人市民税 43億9,600万円（＋2.7％）

◆法人市民税 11億5,300万円（＋2.0％）

◆固定資産税 56億6,400万円（△0.3％）

◆軽自動車税 03億2,800万円（＋3.3％）

◆市たばこ税 06億4,900万円（△0.9％）

253億7,100万円
（対前年度比＋1.9％）

その他

◆国庫支出金 58億2,100万円（＋4.2％）

◆県支出金 　33億9,400万円（△4.8％）

◆市債 　　　56億2,700万円（△0.4％）

142億1,700万円
（対前年度比△2.4％）

地方交付税

◆普通交付税 129億6,700万円（△2.7％）

◆特別交付税 012億5,000万円（△0.0％）

242億9,100万円
（対前年度比＋3.8％）

義務的経費

◆人件費　　79億0,900万円（＋16.6％）

　・職員給　　46億0,100万円（＋00.3％）

　・退職手当　 9億0,700万円（＋44.8％）

◆扶助費　　88億3,300万円（△ 1.7％）

　・保育所等入所扶助費
　　　 　　　 26億7,000万円（△02.8％）

　・児童手当費14億0,500万円（△03.5％）

◆公債費　　75億4,800万円（△ 1.0％）

　・元金　 　 71億1,900万円（△00.2％）

　・利子　 　　 4億2,400万円（△11.6％）

233億7,200万円
（対前年度比△3.1％）

その他の経費

◆物件費　61億3,900万円（△012.9％）

◆補助費等
　　　　　88億7,100万円（△006.4％）

◆投資及び出資金
　　　　　07億2,200万円（＋861.1％）

◆貸付金　21億0,300万円（＋002.6％）

◆繰出金　43億3,300万円（△001.9％）

50億3,700万円
（対前年度比＋1.4％）

投資的経費

◆駅周辺整備事業　　　 7億4,500万円

◆市道錦町坂野辺新田線外
　道路改良事業　　　　 2億6,500万円

◆消防庁舎及び総合防災センター
　整備事業　　　　　　 2億7,000万円

◆防災行政無線デジタル化事業
　　　　　　　　　　　 2億2,700万円

◆松山小学校改修事業　 9億9,400万円

◆文化施設長寿命化対策事業
　　　　　　　　　　　 2億7,400万円

※主な項目を記載し、金額は百万円単位で表示しています。

※主な項目を記載し、金額は百万円単位で表示しています。
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●酒田未来会議事業／104万円
　市民が話し合い、その思いを事業として市長に提案する「元気みらいワー
クショップ」、市長・副市長との意見交換「グループミーティング」の開催を通
じ、対話による市民参画のまちづくりを推進します。

●広報広聴活動推進事業／8,677万円
　広報紙、市ホームページをはじめ、ツイッター、インスタグラム、ラインなど
の導入を検討しながらＳＮＳを積極的に活用し、本市の行政情報を的確にき
め細かく提供します。

●市民活動支援事業／1,323万円
　公益活動支援センターが社会福祉協議会が運営するボランティアセンター
と一体的な運営を行うことに伴い「酒田市ボランティア・公益活動センター」
に名称を変更し、公益に資する市民活動の活性化を図り、協働のまちづくりを
推進します。

●小中一貫教育推進事業／38万円
　小中9年間を見通したさらなる計画的・効果的な教育を推進するために、引き続き小中一貫教育についての調査・検
討を進めていきます。

●外国語指導助手招致事業／653万円
　小中学生の英語に対する学習意欲とコミュニケーション能力の向上を図るため、外国語指導助手（ＡＬＴ）を配置します。

●大学まちづくり地域政策形成事業／775万円
　高度な情報教育によるＩＴ人材育成等をねらいとした産業振興寄附講座の
開設や学生のるんるんバス利用の支援など、東北公益文科大学と一体となっ
たまちづくりを進めます。

●東北公益文科大学連携推進事業／58万円
　東北公益文科大学と連携し、中学生を対象とした放課後学習支援や英語
講座等を実施します。

●東北公益文科大学生定住促進事業／792万円
　東北公益文科大学生の本市定住を促進するため、大学卒業後、本市に居
住し就業する若者を対象に奨学金の返還を支援します。

●地域連携人材育成事業／74万円
　東北公益文科大学、高等学校と連携し、高校生などを対象としたネイティ
ブスピーカーによるグローバル・セミナーや高等学校の先駆的ビジネス実践
型事業を支援します。また、本市で暮らす・働くことの素晴らしさを大学生や
高校生に伝えることで、「酒田に定住する」「酒田に帰ってくる」という選択を
考えてもらうプログラムを展開します。

協働の芽吹きとなる市民参加があふれるまち1

公益の心を持ち明日をひらく子どもたちを育むまち3

大学とともにつくる「ひと」と「まち」2

未来を担う人材が豊富な酒田 ～ひとづくり・協働～1

元気みらいワークショップで市長に提案

ボランティア活動（飛島クリーンアップ作戦）

産業振興寄附講座と連携して進められている公益大
メディア情報コースの授業

酒田光陵高校で行われた地域の大人と高校生が語る会
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●文化芸術推進事業／1,092万円
　新たにアートコーディネーターを配置し、ひとづくりとまちづくりを複合的に実施することで、文化芸術によるまちづくり
を推進します。

●サンクトペテルブルク市との交流事業／233万円
　多様な文化的背景や価値観を持った人との交流を通して、創造性豊かな子どもたちを育てるため、ロシア・サンクトペテ
ルブルク市の学校等との文化交流を行います。

●山居倉庫文化財調査事業／1,090万円
　山居倉庫の国史跡指定に向けた調査・検討を行います。

●史跡旧鐙屋修復事業／1,023万円
　旧鐙屋の耐震補強の設計業務と遺構調査を行います。

●ライブラリーセンター移転準備事業／497万円
　中央図書館のライブラリーセンター（駅前）への移転に備え、資料約５万点にＩＣタグの装備等を行います。

●光丘文庫資料保全活用事業／865万円
　光丘文庫所蔵資料の有効活用を図るため、デジタルアーカイブの構築や新聞マイクロフィルムの電子化に取り組みます。

●光ケ丘プール改修事業／1億3,943万円
　建設後14年が経過した光ケ丘プールについて、屋外プール等の改修や設備更新を行い、施設の長寿命化を図ります。

学びあい、地域とつながる人を育むまち4

●部活動指導員配置事業／180万円
　教員の負担軽減および部活動の質的向上を図るため、中学校において部活動の指導、大会への引率等を行うことを職
務とする部活動指導員を配置します。

●小中高連携ものづくり教室事業／26万円
　酒田光陵高校と連携し、同校の専門性豊かな教員の指導と充実した施設・設備を活用した小中学生向けのものづくり
教室を開催します。

●キャリア教育推進事業／200万円
　小中学生の勤労観・職業観を醸成し、将来における自己実現を図るための資質能力の育成を目指すため、小中学校が
提案するキャリア教育活動を支援します。

●松山小学校改修事業／9億9,439万円
　松山小学校の校舎、屋内運動場等の改築や、外構整備、グラウンド改修な
どを行います。

●田沢小学校改修事業／403万円
　田沢小学校の校舎管理棟について、耐震改修工事を実施するための設計
業務等を行います。

●松陵小学校屋内運動場改修事業／429万円
　松陵小学校の屋内運動場について、建物全体の老朽改修工事を実施する
ための設計業務等を行います。

●学校トイレ改修事業（小学校）／6,975万円
　小学校の和式トイレの洋式化を進めます。平成30年度は、南平田小学校の改修設計と、十坂小学校の改修工事を行い
ます。

●学校トイレ改修事業（中学校）／4,244万円
　中学校の和式トイレの洋式化を進めます。平成30年度は、第四中学校の改修設計と、第三中学校の改修工事を行います。

松山小学校新校舎（完成予想図）
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●産業振興まちづくり推進事業／1億1,736万円
　産業振興まちづくりセンターを開設し、地元企業や農林水産
事業者等をつなぐ（マッチング）ことにより、産業振興、農商工
連携等の推進を図ります。

●産学官連携コワーキングスペース運営事業／792万円
　開放的なワークスペースを利用者間で共有し、利用者相互の
コミュニケーションを促すことにより、新たな発想による創業や
ビジネスの創出を促進します。

●企業立地促進事業／1億2,640万円
　本市の工業団地および優遇措置など立地環境を紹介します。また、工場等を新設、拡充または移設するために用地を取
得した企業に対して用地取得費の一部を助成し、企業立地および雇用機会の拡大を図ります。

●若者地元就職促進事業／219万円
　高校生や進路指導教諭、ＰＴＡ等が就職活動前に市内企業の見学を行い、若
手社員との懇談等を通して市内企業への理解を深めることにより市内企業への
就職を促進します。

●酒田市雇用創造協議会活動負担事業／2,426万円
　地域の人材育成や地域資源を活用した商品開発等に取り組む酒田市雇用創
造協議会に対し、運転資金の一時負担および協議会が独自に行う事業費の負担
を行います。

●女性活躍推進事業／100万円
　女性活躍の意義と効果を広く理解してもらうため市民フォーラムを開催します。また、女性活躍を全市的に推進するため
関係機関、企業、学識経験者等で構成する懇話会を継続し、女性活躍を総合的に推進します。

●酒田市シニア雇用創造協議会活動負担事業／485万円
　高年齢者の多様な就業機会の確保に取り組む酒田市シニア雇用創造協議会に対し、運転資金の一時負担および協議
会が独自に行う事業費の負担を行います。

●港湾整備事業／6,171万円
　酒田港の防波堤改良や岸壁の延伸などの直轄（国）事業、臨港道路やコンテ
ナターミナルの整備などの補助（県）事業に要する経費の一部を負担します。

●重要港湾酒田港活性化推進事業／2,258万円
　酒田港の更なる活性化を推進するため、酒田港の利便性向上・貨物量拡大に
向けたポートセールス事業やリサイクルポート拠点形成事業に国・県等と協力し
て取り組みます。

●庄内空港振興事業／618万円
　庄内空港利用振興協議会を通じて、庄内空港の利便性向上を図り、経済活
動の活性化、空港利用増加につながる取り組みを推進します。

地域経済を牽
けん

引する商工業が元気なまち

地元でいきいきと働くことができるまち

「港」の物流機能により産業競争力が高いまち

1

3

2

地域経済が活性化し、「働きたい」がかなう酒田 ～産業  振興～2

酒田港国際コンテナターミナル

産業会館1階に開設する産業振興まちづくりセンター（イメージ）

酒田港に寄港するコンテナ貨物船

地元企業を見学する高校生
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●さかたでアグリ支援事業／445万円
　新規就農者への総合的な支援を行うため、新たに農業インターンシップの
受入や新規就農に必要な初期投資（農業用機械の借上料等）を支援します。

●さかた農産物ブランド化チャレンジ支援事業／1,000万円
　酒田産農産物の産地化を図り、酒田ブランドを構築するために、園芸作物の
導入や生産コストの低減、省力化等の取り組みに対して支援します。

●さかた農産物販路拡大事業／158万円
　産地間競争を勝ち抜く足腰の強い農業を目指して、見本市や商談会への出展
など農業者が自ら行う新たな販路拡大等の取り組みに支援します。

●さかた農産物消費拡大事業／657万円
　酒田産農産物の消費拡大を図るため、米飯学校給食へのはえぬき、つや姫、雪
若丸の提供や米粉利用料理コンテスト、農林水産まつりの開催などを行います。

●林地台帳整備事業／674万円
　林業の施業の集約化を図り、適切な森林整備を行うため、森林の所有者や
境界等の情報を一元化した林地台帳を整備します。

●再造林推進事業／35万円
　森林の「植える→育てる→伐採する（使う）→植える」のサイクルを維持し、森
林資源の循環利用を図るため、皆伐し、植林した後の下刈りなどを支援します。

●さかた型地域材利活用促進事業／1,234万円
　酒田産木材の利用拡大を図るため、一定の要件を満たした住宅ローンへの
利子補給や、酒田産材を使った記念品を活用したＰＲ等を行います。

●森林病害虫等対策事業／5,103万円
　森林を健全に育成するため、海岸林等において松枯れを引き起こしている
森林病害虫等の駆除および防除を行います。

●いか釣り漁業支援事業／804万円
　「いかのまち酒田」を旗印に酒田港の水揚量１位を誇るスルメイカの水揚げ
促進、販路拡大を図るため、いか釣り船団出航式、船凍いかの商標登録、いか
釣り船への各種支援を行います。

●離島漁業再生支援事業／841万円
　飛島の基幹産業である漁業の再生を図るため、海藻の商品化など地域の創
意工夫による漁業所得の向上等に関する取り組みを支援します。

●日本さかな検定開催支援事業／104万円
　全国に本市の水産物や特色ある食文化をアピールするため、日本さかな検
定、通称「ととけん」を開催します。また、地魚料理教室を開催し、地産地消を
推進します。

夢があり、儲かる農業で豊かなまち

100年続く森林（もり）を造り、活かすまち

恵み豊かな水産を活かすまち

4

5

6

地域経済が活性化し、「働きたい」がかなう酒田 ～産業  振興～

「もっとおいしいミニトマトを！」と26歳で就農

再造林による100年続く森林づくり

見送りの人で賑わういか釣り船団出航式

酒田産米100％の米粉パン給食

酒田産木材を使用した住宅建築

庄内浜文化伝道師による地魚料理教室
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●酒田移住交流推進事業／1,439万円
　移住相談員による移住相談を継続します。加えて、特に若い世代をターゲットとし
て、専用の移住ホームページ・ガイドブックによる情報発信、お試し住宅の提供、お試
し住宅までの交通費補助、移住時の住宅取得および改修支援を行います。

●UIJターンマッチング支援事業／284万円
　ＵＩＪターンを希望する求職者と市内企業とをつなぐため、ＵＩＪターンコーディネー
ターの配置や無料職業紹介所の設置を行います。

●生涯活躍のまち構想推進事業／1,934万円
　首都圏と本市をつなぐ地域プロデューサーを配置し、生涯活躍のまち構想の実
現に向けた検討を進めます。また、酒田市役所東京吉祥寺テラスを中心として、首
都圏での情報発信を継続強化します。

●客船誘致事業／1,966万円
●客船受入事業／99万円
　船社等へのプロモーション活動を行いクルーズ船の誘致に取り組みます。また、酒田港にクルーズ船が寄港した際に、
岸壁での歓迎、観光案内所や特産品ＰＲ販売ブースを開設し、本市のファンおよびリピーターを増やします。

●港湾振興事業／945万円
　酒田港の振興を図るための活動に取り組み、大浜海岸でビーチイベントを開催
します。また、７月に開催予定のみなとオアシスまつりでは、河村瑞賢のふるさと
三重県南伊勢町のＰＲブースを設置します。

●酒田交流おもてなし市民会議運営事業／188万円
　本市を訪れる国内外の観光客を市民一丸となって歓迎し、おもてなしできる体
制をつくります。

●観光戦略推進事業／693万円
　インバウンド研修会の開催や多言語パンフレットの作成等、外国人観光客の受入態勢の整備を進めるとともに、他自治体と連
携して観光プロモーションを実施し、海外からの観光誘客に取り組みます。

●まちなかサイン整備事業／2,320万円
　観光施設等への回遊性向上と滞在時間の延長による賑わいの創出を図るため、中心市街地エリアの主要な交差点や分岐
点等に周辺施設情報を掲載したサイン（案内看板）を整備します。

●ＩＷＣ2018開催負担事業／60万円
　世界最大規模のワイン品評会インターナショナル・ワイン・チャレンジ（IWC）の「SAKE」部門審査会が山形県内で
開催されるにあたり、本市で実施される試飲会等の事業に対し負担金を支出します。

●酒田の魅力発信事業／928万円
　東京オリンピック・パラリンピックのホストタウン事業、北前船日本遺産推進協
議会との連携活動、ＮＨＫ大河ドラマ「西

せ

郷
ご

どん」、西廻り航路を開いた河
かわ

村
むら

瑞
ずい

賢
けん

のプロモーション活動などを展開します。

●黒森歌舞伎ポーランド公演事業／65万円
　平成31年にポーランドとの国交樹立100周年を迎え、これを記念して黒森歌舞伎
を同国で公演するための準備活動を支援します。

移住者・定住者が増えるまち

「港」発の交流で賑わうまち

「おもてなし」があふれ、交流でうるおうまち

1

3

2

ファンが多く、移住者・定住者・観光客が増加する酒田 ～交流拡大～3

東京吉祥寺テラスで情報発信

来年ポーランド公演が予定されている
黒森歌舞伎

移住お試し住宅（平田地区）

今年度は4回の寄港が予定されている
外国クルーズ船
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●健やかさかたヘルスケア推進事業／1,500万円
　市民の健康寿命をのばすため、中町にぎわい健康プラザを拠点に、株式会社タニタ
ヘルスリンクと連携し、市民一人ひとりの健康状態に合わせた健康づくりプログラムを実
施します。

●歯と口腔の健康づくり推進事業／62万円
　歯科疾患の予防やライフステージに合わせた口腔の健康づくりを推進するため、歯科
衛生士を配置し、地区健康教室での歯科保健指導や訪問口腔指導の充実を図ります。

●地方独立行政法人病院事業運営費負担事業／26億600万円
　山形県・酒田市病院機構の健全な運営を図るため、その事業経費の一部を負担しま
す。平成30年度は、八幡・松山・飛島の診療体制の移管統合に係る経費を負担します。
また、地域医療連携推進法人「日本海ヘルスケアネット」と連携した地域包括ケアシス
テムの構築を推進します。

●障がい者福祉運営対策事業／141万円
　障がい者の社会参加を促進するため、障がい福祉サービスの訓練給付を活用したカフェ
「え～る」を市役所１階のフリースペースに開設し、障がい者の自立を支援するとともに、障
がいに対する理解を深める場とします。

●介護予防・生活支援サービス事業費（介護保険特別会計）／2億5,502万円
　介護予防・日常生活支援総合事業の実施に必要な経費を負担するとともに、地域におけ
る介護予防・生活支援の体制づくりを推進するため、訪問型・通所型サービスを実施する
コミュニティ振興会等に補助金を交付します。

●浜田・若竹統合保育園整備事業／1,894万円
　一時預かりや休日保育などの特別保育や子育て支援の機能を充実させるため、浜田保育
園と若竹保育園を統合した新たな保育園の整備に着手します。

●病児・病後児保育事業／815万円
　保護者の子育てと就労の両立を支援するため、病気または病気の回復期にある子ど
もを保育します。また、あきほ病児・病後児保育所では、看護師が保育所等と日本海総
合病院の間をタクシーで送迎するサービスを試行します。

●法人立保育所等施設整備事業／4,255万円
　あきほ病児・病後児保育所の定員拡大のための施設の増築改修と法人立保育園１園
の施設改修に対して助成します。

●八幡学童保育所整備事業／399万円
　八幡保健センター１階の空きスペースを保育室等とするため、改修工事を行います。

●発達支援事業／838万円
　発達支援相談員を１名増員し、発達障がいなど、何らかの発達の課題を持つ方やお子さ
んに、適切な支援を一生涯に渡って切れ目なく継続できるよう相談体制を強化します。

●妊娠・出産・子育て包括支援（ネウボラ）事業／907万円
　妊娠期から出産、子育て期まで包括的にサポートするため、子育て世代包括支援セン
ター「ぎゅっと」を運営し、安心して子どもを産み育てられる環境づくりに努めます。

誰もがいきいきと暮らしやすいまち

健康でいつまでも活躍できるまち

結婚・妊娠・出産・子育ての希望がかなうまち

1

3

2

暮らしと生きがいを共に創り、お互いが支え合う酒田 ～市民生活・健康福祉～4

平成30年3月オープンのカフェ「え～る」

中町にぎわい健康プラザで楽しく運動

地域で取り組む介護予防サービス（Ｂ型）

乳幼児健診でのブラッシング指導

酒田産木材を活用した松山保育園

「ぎゅっと」は子育てを応援します
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●亀ケ崎コミュニティ防災センター（仮称）整備事業／1,794万円
　地域活動の活性化、防災活動の強化を図るため、亀ケ崎地区住民の生涯学習活動・
自主防災活動等の拠点を整備します。

●大沢地区地域づくり推進モデル事業／454万円
●南部地区地域づくり推進モデル事業／312万円
●田沢地区地域づくり推進モデル事業／483万円
　住民自らが主体となり、地域の将来プランを策定するとともに、地域課題の解決に
向けた自主的な取り組みを支援します。

●コミュニティ振興事業／1億4,623万円
　地域の課題や地域づくりに対して、コミュニティ振興会や自治会が主体的に考
え、それぞれの地域づくりに自由に活用できる「ひとづくり・まちづくり総合交付金」
を交付します。

●酒田地区広域行政組合分賦金（消防費）／13億3,749万円
　酒田地区広域行政組合が実施する常備消防に係る施設整備（新消防本部・本署庁舎の設計、救急車の心電図測定装
置整備等）や運営に係る経費の一部を負担します。

●消防庁舎及び総合防災センター整備事業／2億6,998万円
　平成29年度から引き続き、新消防本部・本署庁舎と総合防災センター敷地の造成工事を行います。

●防災対策強化事業／1,510万円
　避難所となる小中学校への備蓄、防災ラジオの購入、鳥海山火山防災対策、避難誘導体制の強化を行います。

●大規模建築物耐震改修支援事業／5,818万円
　耐震基準を満たさない大規模建築物（不特定多数の方が利用する建築物等）の耐震改修工事を支援するため、対象と
なる建築物の所有者または管理者に対して補助金を交付します。

●ごみ減量化推進事業／3,200万円
　廃棄物の資源化および減量化を推進するため、集団資源回収等に対する報償金の交付、生ごみ処理機購入補助、ごみ
出し情報の発行などを行います。

●家庭系ごみ有料化事業／89万円
　ごみの減量とリサイクルに係る市民への説明会などを行いながら、家庭系ごみの有料化について継続して検討を進めます。

●風力発電施設整備推進事業／5,205万円
　風力発電の管理施設を整備します。

●花と緑のまちづくり事業／400万円
　市民協働での花と緑があふれるまちづくりを推進するため、市庁舎周辺へのスタンディングバスケットの設置や、ハンギ
ングバスケット製作イベント等を実施します。

住民と行政の協働による地域運営ができるまち

地域との連携でつくる安全・安心なまち

美しい景観と環境を「全員参加」でつくるまち

1

3

2

地域のつながりと安全・安心にあふれた暮らしやす い酒田 ～市民生活・健康福祉～5

地域づくり推進モデル事業のワークショップ
（田沢コミュニティ振興会）
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●乗合バス運行事業／1億916万円
　福祉乗合バスを運行し、気軽に利用できる交通手段を確保します。また、新たに
バスロケーションシステムを導入し利便性の向上を図ります。

●デマンドタクシー運行事業／2,746万円
　郊外地区の交通手段を確保し、移動利便性の向上を図るため、予約型公共交通
のデマンドタクシーを運行します。

●公共交通利用促進事業／136万円
　酒田市地域公共交通網形成計画に基づき、自家用車利用からバスなどの公共交
通利用への転換を促すため、バス交通ファンクラブの活動支援等を行います。

●定期船運航事業（定期航路事業特別会計）／1億766万円
　酒田と飛島間の定期船運航を維持し、島民と観光客等の安全・安心・快適な輸
送の確保に努めます。

●定期船とびしま利用促進事業／159万円
　子ども無料キャンペーンを実施するとともに、飛島ジオツアーや野鳥観察ツアー等
を開催し、鳥海山・飛島ジオパークの一層の普及と飛島への観光誘客を促進します。

●白簱史朗作品によるジオパーク発信事業／187万円
　鳥海山・飛島ジオパークを発信するため、世界的な山岳写真家である白

しら

籏
はた

史
し

朗
ろう

氏の講演会、鳥海山・飛島ジオパーク
写真撮影モニターツアーを行います。

●松山の宝推進事業／73万円
　城下町の魅力を発信するため、スマートフォンのアプリを活用したまち歩きキャンペーン、甲

かっちゅう

冑着付けの講習会、明治
１５０年にあたり往時を振り返る郷土史セミナーなどを行います。

●里山さかた交流人口拡大事業／142万円　
　里山の魅力を発信するため、小学生を対象とした自然教室の開催、ＰＲ用ガイドマップ「里山ひらたハイキングマップ」
作成を行います。

●飛島振興プロジェクト検討事業／82万円
　とびしま未来協議会、県、市等の連携のもと、島民との話し合いにより、飛島
で必要となる施設整備やその機能およびその実現可能性など具体的な施策につい
て検討します。

●鳥海山・飛島ジオパーク推進事業／1,725万円
　とびしまマリンプラザ内にインフォメーションコーナーを設置するほか、周辺自
治体と連携を図り、ジオパークを活用した交流人口の増加と地域活性化に向けた
取り組みを推進します。

「暮らしの足」が維持されるまち

自然環境、歴史、文化、産業で多様性を広げるまち（八幡、松山、平田地域と飛島）

4

5

地域のつながりと安全・安心にあふれた暮らしやす い酒田 ～市民生活・健康福祉～

暮らしの足を担うるんるんバス

定期船とびしまでジオツアーや野鳥観察
ツアーへ

小学生を対象としたジオツアー
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●駅周辺整備事業／7億4,454万円
　酒田駅前地区で再開発事業を行う光の湊株式会社に対し支援します。また、円
滑な事業推進のため関係機関との調整を行います。

●新産業会館整備支援事業／7,366万円
　事業者向けサービスの拠点、街なかの溜まり・交流空間となる新産業会館の整
備を行う酒田商工会議所に対し支援します。

●旧割烹小幡整備事業／818万円
　旧割烹小幡を活用するため、擁

ようへき

壁の安全性の調査を行うとともに、施設改修ま
での間、建物の傷みを抑えるための修繕工事を実施します。

●まちづくりコンソーシアム事業／262万円
　各分野の有識者と意見交換を行う場を設置し、山居倉庫周辺（山居倉庫、商業高校跡地、消防本署跡地）の一体
的な整備に向けた事業構想等を検討します。

●都市計画マスタープラン及び立地適正化計画策定事業／1,447万円
　人口減少および少子高齢化に対応したまちづくりの中長期的な方針と、その方針を具現化しコンパクトなまちづくりの
一体的な推進を図るため、都市計画マスタープランの改定と立地適正化計画の策定を行います。

●市道矢流川大平線道路改良事業／3,755万円
　平成30年度内の事業完了に向け、引き続き市道矢流川大平線の道路改良工事を
行います。

●橋りょう延命化事業／1億9,570万円
　橋りょう長寿命化修繕計画に基づき、橋りょうの長寿命化（補修・架け替え工事
等）に取り組みます。平成30年度は、早塚橋ほか5橋の長寿命化を図ります。

●公園施設長寿命化等整備事業／1億5,550万円
　利用者の安全・安心を確保するため、公園施設長寿命化計画に基づき、公園施
設の更新・補修やバリアフリー化に取り組みます。平成30年度は、飯森山公園のロ
ーラーすべり台の更新やスロープ整備等を行います。

●日和山公園環境整備事業／4,946万円
　日和山公園を湊まち酒田の歴史・文化を感じられる拠点として整備し、来園者の増加
を図ります。平成30年度は、ひょうたん池周辺の園路整備や案内看板等を整備します。

●分流式雨水幹線整備工事（下水道事業会計）／1億8,802万円
　平成27年度より着手した高砂地区の浸水対策を目的とする管きょ布設工事を継
続して実施します。

●鉄道高速化促進事業／216万円
　羽越本線、陸羽西線の高速化の実現に向けて、関係機関への要望活動、市民・県民
の理解促進や機運醸成などの取り組みを推進します。

ひと・もの・情報が集い、魅力と賑わいを創出するまち

将来にわたり快適に利用できる生活インフラが整備されているまち

交流の基盤となる高速交通ネットワークの実現に向けて
一丸となって取り組んでいるまち

1

3

2

都市機能が強化され、賑わう酒田 ～都市機能・生活インフラ～6

年度内の事業完了に向けて工事が進む
市道矢流川大平線

新潟駅における新幹線と特急いなほの
乗り換えイメージ（4月15日供用開始）

機能性、安全性の向上に向けて整備が進む
飯森山公園

［内容に関するお問い合わせ］●市財政課 ☎26-5780　［発行］平成30年4月2日　酒田市

乗り換えイメージを表したものであり、実際の状況とは一部異なります

駅前地区再開発事業完成予想図


